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　 どうもあ りが とうございます。題名を
ちょっと書いてありますが、実際の内容は私
が考えていることから簡単に皆さんにご紹介
したいと思っています。
　 'iさんご承知のように、中国と日本との間
の貿易がこの5年間、毎年増えています。お
互いにとって、なくてはならない貿易の利手
国になってきています。特に、2008年まで
の9年 間、日中間の貿易総額が毎年更新 し
て、2007年、遂に日中間の貿易総額が[:[米
問の貿易総額を上回りました。また、中国政
府としても、中国企業の海外進出を大々r1勺に
奨励 してお ります。つい最近もまた新しい政
策を出しました。
　こうした中国企業の海外進出によって、中
国国内の雇用も変化 しています。この中に、
特に最近になって目立ってきたのは、中国中
小企業の日本進出です。特に、IT関係のコ
ンテンツ開発の会社とかが増えてきていま
す。最近、知 り合いの会社が今まで通信関係
の展示会や福祉関係の展示会に関わってきた
のですけれども、今まで口本企業が中国に来
るのが普通でした。 しかし、最近になって中
国の企業が 口本に進出することについての、
相談の件数が随分増えまして、さらに口本進
出を手伝 ってほしいという依頼も増えまし
た。中には実際、日本に現地法人作った会社
も何件かあります。
　この中の2番 目の傾向は、今まで特に日本
に設立した中国企業の連絡事務所、駐在員事
務所が多 く、また輸出入関係の商社が多かっ
たのですが、最近になってきて通信機器のベ
ンダーやソフトウエア開発の会社、さらに設
計の事務所とかが増えてきています。おとと
し、中国の場合、インターネットのサービス
プロバイダーも大々的に日本に進出していま
す。さらに、日本政府の誘致もあって、中国
の企業が日本で上場 しようと考えている会社
も出始めています。実際、既に幾つか東京を
中心に日本で上場 したんですが、これからも
口本で上場 しようと考えているようです。
　 ここにソフトウエアの開発、あるいはイン
ターネット関係の会社の事務所が日本に拠点
を置 くことによって、データの送受信の量が
ものすごく増えました。さらに、インター
ネットのブロー ドバン ド化に伴って、イン
ターネットのスピードもかなりのスピー ドで
進んでいます。それともう一つ、最近あらわ
れた点ではテレビのハイビジョン化、映像の
伝送量が増えました。今まで衛生でテレビの
データを伝送してきたのですが、最近、特に
昨年のオリンピック期間中はインターネット
でテレビを配信しまして、それだと衛星の伝
送では対応 し切れない部分もありましたの
で、光ファイバーが増えました。その中に、
我々のような通信会社には、いろんな危機管
理もかなり出てくる必要があると思います。
そういった背景において、2007年1月に日
本法人を設立しました。今、まだ規模が小さ
い会社です。出資者は、中国網絡通信集団公
司(中 国網通)で したが、本国での再編によ
り、現在は中国聯合網絡通信集団公司(中国
聯通)と なっています。
　中国政府主導の通信業界のi1編によって、
固定通信をメインにしてきた中国網通と、中
国では第二位の移動通信企業の中国聯通力治・
併 し、中国聯合網絡通信集団公司(中 国聯
通)と なりました。この会社の事業は、一つ
は中国最大のブロードバンドのネットワーク
を提供している会社、それともう一つは昨年
の北京オリンピックの固定通信のパートナー
でもあります。そのために、昨年北京オリン
ピック期間中、我々日本支社 も日本の通信事
業者と協力 して日本向けのオリンピックの映
像を伝送しましたが、大変成功しました。
　さらに、合併発足した会社は、今年の1月
に中国政府から第三世代の移動通信の指定を
受けました。第三世代の移動通信のライセン
スは日本で ドコモ、あとeモバイルを使っ
ている方式と同じ方式です。今、5月17日、
サービス開始で取 り組んでいます。サービス
開始後、i-i本の方も日本で使っている第三1±f.
代の携帯電話をそのまま中国に持っていって
使えるようになります。
　 また、日本も通信業界の改革とか再編があ
りましたが、NTTの場合は東西に分かれ
て、それぞれ東日本と西日本のどちらかしか
サービスできませんでしたが、我々中国聯通
の場合は中国金土に向けてサービスする会社
です。このように、中国国内には非 常に豊富
なネットワークを持っていまして、また固定
通信から移動通信まで、サービスを提供して
います。
　 ところで、中国でもブロードバンド化に伴
い、いろんなブロー ドバンドコンテンツも利
用されてきています。さらに、弊社の持って
いる国際ネットワークも、充実してきてお り
まして、ネットワークサービスを提供 してい
ます。また必要に応 じて海外に拠点をつ くり
ました。今現在、既に香港とアメリカ、ヨー
ロッパではイギリスとフランスに拠点を設置
して、さらに日本にも拠点を設置しました。
これによって、海外に出ている中国の企業、
あるいは海外の企業で中国向けに通信のネッ
トワークを利用される場合は、聯通のサービ
スを提供できるようになります。たぶん中国
の環境と比べると日本の環境は、非常に整備
されています。我々初めて日本に進出する会
社にとっては、便利な面が非常に多いです。
　まず、日本政府は積極的に支援しておりま
して、 また こういった独 立行政法 人の
JETROもたくさんのサービスを提供 してい
ます。弊社の場合 も設立整備中は、JETRO
からオフィスやOA機 器、それに会議室、
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さらに必要に応 じて人員の雇用な どに関し
て、いろいろ相談をしてくださいました。ま
た、JETROの場合は、ネット上でもいろん
な情報を提供していますし、いろんな資料も
たくさんあります。
　さらに、弊社のように通信事業へ参入する
会社にとっても、日本は非常に便利になって
います。総務省とその分支局のサービスは充
実 しており、弊社の場合は一一か所への届け出
だけで日本中で通信事業のサービスを提供す
ることができました。
　 このように、サービスの種類及び規模に
よっては、届け出だけでも通信事業に参入で
きるようになりましたので、海外から日本に
進出する企業にとっては非常にやりやすくな
りました。
　最後になりましたが、じゃあ日本でどう
いった問題があるかというと、あまり浮かば
ないんですが、ただ、日本に入って くる会社
にとって、大きい問題と言えば大きい問題に
なりますが、不動産取引の壁が非常に高い。
弊社の場合も、会社の背景とか社長の個人的
な背景について随分調べられて、あとで入っ
てから言われたのは、こんな会社だったのか
と言われたんです。先ほどのところにも書い
てあったのですが、国際ビルに入っています
けれども、実際海外の情報はあまり入ってな
いようで、中国聯通というのはどういう会社
なのかというのは、ほとんど知 られていな
い。ほかにも周 りの中国のJi　 が断られた
り、すごく長くて予定どおりになかなか対応
できないところも結構あ りました。弊社のお
客さんのある会社が、ネットワークの接続を
してほしいという希望をされたのですけれど
も、なかなかオフィスの場所が決まらなく
て、弊社のヂ配もなかなかできなくて、ぎり
ぎりでできたのは、この会社が結局最初に決
めたところが入れなくて、入ろうとするとこ
ろの自治体の知事にお願いをして、やっと紹
介 していただいてということもありました。
また、私個人も直接遭遇 したことが何度もあ
りますが、外国人にはなかなか家を貸さな
い。さらに言うと、外国入はいいんですが、
日本語が話せないと貸さないのですね。なぜ
か と言うと、問題が起 きたとき、コミュニ
ケーションができません。そういったことが
大きいか ら、私の同僚もすごく落ち込んで、
もう荷物をまとめて帰りたいと言い出したん
です。そこで、もっと問題になるのは日本で
会社 を登録申請するときに、まず代表者の日
本での住所が必要です。しかし日本での接触
がないので、部屋は借 りられません。借りら
れなかったらオフィスの申請もできません。
オフィスの申請ができないと部屋 ももちろん
借 りられません。そういったことで、グルグ
ル、グルグル回って、これは実際あったこと
ですが、最終的にその人は先輩からのア ドバ
イスで、ある通信機構の物件に入居できて、
その物件だと保証人も要 りません。保証金さ
え払えば借 りられたので、そういう役人との
つながりもできたんです。
　あと、保証人制度というのも我々外国人に
とって、ちょっと不便なところです。特に会
社の場合は、会社が保証人になっても個人の
保証人が必要になりますので、じゃあ、もし
全部外国人だったら、誰が保証人になるかと
いう問題 もあります。といって、お世話に
なっている日本の方に保証人になっていただ
くのもできない話です。特に初めて日本に来
る人は、すぐには馴染めなくて、また理解で
きません。それに敷金、礼金とか、入居する
ためにいろんな費用がかかるのも、難しいの
です。敷金は割 と他の どこの国でもある話
で、聞きますが、礼金 というのは、それは
払って戻してもらえないということを幾ら説
明しても、本社は理解できません。そういう
意味では、外国に行ってビジネスをするのは
文化的に、あるいはビジネス的にいろんな問
題があるのだと思いますけれども、こういっ
た一般の日本人にはそんな大 した問題ではな
いところで結構手間のかかるところがありま
す。そこであえてこの問題を私は当座の最大
の課題ではないかと思います。
　簡単ですが以上、私の実体験と聞いた話を
皆さんにご紹介しました。ご清聴、どうもあ
りがとうございました。
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